
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆    例例例例    会会会会    日日日日    程程程程    ☆☆☆☆    

10 月 22 日(水) 10 月 29 日(水)12：30 11 月 3 日(月祝)15：00 11 月 5 日(水) 

例会日変更（19 日へ振替） 

卓話：NPO 法人 ﾏﾗｲｶの翼ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ 理事長 吉田 文亮様 

ﾃｰﾏ「日本の古米を贈るより新米

の作り方を教える」 

紹介者：職業奉仕委員長 原武史 

ﾜｰﾙﾄﾞﾌｰﾄﾞふれ愛ﾌｪｽﾀ 

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾛｰﾀﾘｰﾃﾞｰ 

例会 15:00～16:00 TV 塔北 

懇親会 18:00 より ｼｪ・ｼﾊﾞﾀ 

                                                                                               

例会日変更(5 日へ振替) 

 

第第第第 2492249224922492 回例会報告回例会報告回例会報告回例会報告 10101010 月月月月 15151515 日日日日((((水水水水) ) ) ) 晴れ晴れ晴れ晴れ    N oN oN oN o ....15151515    

☆点  鐘☆ 会長 西村郁夫 

☆司  会☆ 会場委員会副委員長  吉川貴祥 

☆唱  和☆ それでこそロータリー 

☆ビジター☆  

☆会長挨拶☆ 会長 西村郁夫 

皆様こんにちは。今日は社会奉仕委 

員会の AED 寄贈式でございます。市長

様初め関係者の方々、お忙しい所ご出

席頂きまして誠にありがとうござい

ます。 

 さて、平成 24 年現在、日本の AED

台数は約 45 万台、医療機関、消防機 

関でその 20％あとの 80％は全国の駅やｽﾎﾟｰﾂ施設等

に設置されています。一般の市民が使用できるよう

になって 10 年になるそうです。ただ、心停止で倒れ

るのを目撃された人の内、その場で AED を使用され

たのは、たったの 3％に留まっています。私は実際に

AED 使用に立ち合い、今でも忘れられない貴重な体験

をしております。その事故は今から 8 年前の平成 18

年 11 月 2 日岐阜ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞでおきました。私と女房

とその当時の所属ﾌﾟﾛ、地元の病院の院長の方々と 4

名でｺﾞﾙﾌを楽しみ 18 ﾎｰﾙを終え、ｷｬﾃﾞｨﾏｽﾀｰ室前で後

片付けをしていた所、9番ﾎｰﾙからｷｬﾃﾞｨさんが大騒ぎ

で走ってこられて、お客さんが 9 番のｸﾞﾘｰﾝで倒れた

と駆け込んできました。たまたま一緒だった院長とﾌﾟ

ﾛ、私達で急いで現場に駆けつけました。ｸﾞﾘｰﾝでその

人を見ると、ﾊﾟﾀｰを手に持ったままうつぶせで身動き

せず倒れこんでいました。中年の男性で太った方と記

憶しております。ﾁｱﾉｰｾﾞと言いますか、紫色をして真

っ黒な顔色になっておりました。その場で院長が呼吸

と脈拍を見ましたが心肺停止状態でしたので、すぐさ

まAEDが無いかとたずねた所8年前の事ですが運よく

あり、ｺﾞﾙﾌ場のｽﾀｯﾌが走って AED を持って来て、私達

も一緒に手伝い、衣服を脱がせ AED を作動させまし

た。AED の音声通り少し離れて見守りました。そして

体が浮く位の衝撃の電気ｼｮｯｸがあり、数秒後うめく用

な声が上がり、少しずつ意識が戻ってきました。その

間 5～6 分だった様に思います。その後救急車が来て

搬送されていきました。この場合は、たまたまﾄﾞｸﾀｰ

がいて AED が有り助かった訳です。そういった事故で

亡くなる人がｺﾞﾙﾌ場で年間 6000 人もいるそうです。 

 私達稲沢 R.C も AED 寄贈が今回で 4 回目でありま

す。まだまだ AED の普及と啓発活動が足らないのが現

実ですのでこれからも引き続き AED 寄贈を継続事業

として進めて行けたらと思います。皆様のご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

☆☆☆☆ 例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知 ☆☆☆☆ 

ク ラ ブ 名 月/日(曜日)時間  メ ー ク ア ッ プ 会 場   

岩   倉 11/25(火)12：30 岩倉市生涯学習ｾﾝﾀｰ 

名 古 屋 北 12/12(金)12：30 名 古 屋 東 急 ﾎ ﾃ ﾙ 

尾 西 12/15(月)12：30 尾 西 信 用 金 庫 

名古屋城北 12/16(火)12：30 名 古 屋 栄 東 急 ｲ ﾝ 

 

★出席報告★★出席報告★★出席報告★★出席報告★    報告者報告者報告者報告者::::会員組織委員長会員組織委員長会員組織委員長会員組織委員長    樋田文裕樋田文裕樋田文裕樋田文裕    

会 員 総 数 55 名 前々回修正 10 月 1 日 

出 席 

会 員 数 

33 名 出 席 

会 員 数 

40 名 

(内免除者 7 名) (内免除者 10 名) 

欠 席 者 数 
22 名 

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 4 名 
(内免除者 9 名) 

出 席 率 71.74 ％ 修正出席率 89.80 ％ 

 

今週のメークアップ 樋田克史（名古屋西）、加藤耐、鵜飼正巳（D2760）、足立三千夫（IAC） 

 

本日の例会プログラム本日の例会プログラム本日の例会プログラム本日の例会プログラム    第第第第 2493249324932493 回例会回例会回例会回例会    10101010 月月月月 19191919 日（日日（日日（日日（日））））        

                                            秋の家族会「京都・有職料理萬亀楼のお食事と京文化を楽しむ」秋の家族会「京都・有職料理萬亀楼のお食事と京文化を楽しむ」秋の家族会「京都・有職料理萬亀楼のお食事と京文化を楽しむ」秋の家族会「京都・有職料理萬亀楼のお食事と京文化を楽しむ」    

    

 

承承認認日日：：昭昭和和 3388 年年((11996633 年年))1122 月月 66 日日会会長長：：西西村村郁郁夫夫／／副副会会長長：：樋樋田田克克史史  

例例会会日日：：毎毎週週水水曜曜日日 1122：：3300～～1133：：3300  幹幹事事：：酒酒井井兼兼利利//幹幹事事代代理理：：永永井井伸伸治治  

編編集集：：広広報報会会報報委委員員会会  

例例会会場場：：尾尾張張大大國國霊霊神神社社（（国国府府宮宮））      EE--mmaaiill  rrcciinnaazzaawwaa@@ggmmaaiill..ccoomm  

稲稲沢沢市市国国府府宮宮一一丁丁目目 11 番番 11 号号      UURRLL  hhttttpp::////wwwwww..iinnaazzaawwaa--rrcc..oorrgg//  

事事務務所所：：〒〒449922--88221133  稲稲沢沢市市高高御御堂堂 11--22--11（（林林商商事事ビビルル 11 階階））  

電電    話話：：00558877--2244--00774400  FFAAXX：：00558877--2222--77221133  事事務務局局携携帯帯電電話話  009900--44885533--55226622  

 

稲稲稲稲稲稲稲稲沢沢沢沢沢沢沢沢ロロロロロロロローーーーーーーータタタタタタタタリリリリリリリリーーーーーーーーククククククククララララララララブブブブブブブブ週週週週週週週週報報報報報報報報        

2014201420142014----2015201520152015ＲＩ会長ＲＩ会長ＲＩ会長ＲＩ会長    

稲沢 RC2014～2015 年度会長方針 

「輝いて未来に継ごう」「輝いて未来に継ごう」「輝いて未来に継ごう」「輝いて未来に継ごう」    

ｹﾞｲﾘｰｹﾞｲﾘｰｹﾞｲﾘｰｹﾞｲﾘｰ C.K.C.K.C.K.C.K.ﾎｧﾝﾎｧﾝﾎｧﾝﾎｧﾝ    

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 ◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇    

報告者：ニコボックス委員長報告者：ニコボックス委員長報告者：ニコボックス委員長報告者：ニコボックス委員長    眞下啓二眞下啓二眞下啓二眞下啓二    
西村西村西村西村 AED 寄贈式です。皆様よろしくお願い致します。今

後も続けていきましょう 

永井永井永井永井 本日の例会に大野市長、恒川教育長、大津市長公室

長をお迎えした喜び 

永井永井永井永井 本自治、地区補助金を活用した AED を稲沢中学校へ

寄贈します 

服部服部服部服部((((孝根孝根孝根孝根) ) ) ) 恒川教育長を歓迎します。私の隣組みの大事

な先生です 

伊藤伊藤伊藤伊藤((((強強強強))))、大野、林、大野、林、大野、林、大野、林 大野市長をお迎えして 

林林林林 恒川教育長をお迎えした喜び 

横井横井横井横井 稲沢市長、大野紀明様をお迎えした喜び 

足立足立足立足立 大野市長、恒川教育長にお越しいただいた喜び 

伊藤伊藤伊藤伊藤((((強強強強))))  永井幹事代理さんに感謝。健康に気を付けて下

さい 

伊藤伊藤伊藤伊藤((((正正正正))))、大崎、大崎、大崎、大崎 業務多忙、早退のお詫び 

    

◇ ◇ 稲 沢◇ ◇ 稲 沢◇ ◇ 稲 沢◇ ◇ 稲 沢 中 学 校 へ中 学 校 へ中 学 校 へ中 学 校 へ のののの A E DA E DA E DA E D 寄 贈 報 告 ◇ ◇寄 贈 報 告 ◇ ◇寄 贈 報 告 ◇ ◇寄 贈 報 告 ◇ ◇                            

報告者：社会奉仕副委員長報告者：社会奉仕副委員長報告者：社会奉仕副委員長報告者：社会奉仕副委員長    山脇敏夫山脇敏夫山脇敏夫山脇敏夫    

10 月 15 日(水)の例会時に大野紀明稲沢市長をはじめ、

恒川教育長、大津市長公室長をお迎えして、AED の寄贈式

を行いました。 

寄贈式の後、大野市長より「稲沢市の地震対策の取り組

みについて」というﾃｰﾏで卓話をいただき、県による稲沢

市の被害予測からそれに対する稲沢市の地震対策まで詳

しくご説明いただきました。例会後は稲沢中学校へ移動

し、保健室へ AED を設置させていただきました。 

 

 

    

    

    

◇◇◇◇◇◇◇◇     卓話：稲 沢市長卓話：稲 沢市長卓話：稲 沢市長卓話：稲 沢市長     大野紀明大野紀明大野紀明大野紀明     様様様様 ◇◇◇◇◇◇◇◇                    

テーマ：「稲沢市の地震対策の取組みについて」テーマ：「稲沢市の地震対策の取組みについて」テーマ：「稲沢市の地震対策の取組みについて」テーマ：「稲沢市の地震対策の取組みについて」    

 只今は、稲沢市に対し、AED を寄贈

いただきありがとうございました。稲

沢中学校に設置していただきますが、

維持管理をしっかりしながら大切に活

用させていただきます。また、9月 17

日には、新稲沢市民病院へ山本眞輔様

作のブロンズ像「祈り」を寄贈頂き、 

除幕式を盛大に挙行していただき重ねて御礼申し上

げます。 

 稲沢市では、平成 26 年度に「平和高校跡地にいな

ざわ特別支援学校開校」、「平和工業団地創業開始」「新

稲沢市民病院開院」の三大事業を行うことができまし

た。この他に東西幹線道路の開通や名鉄国府宮駅周辺

に厚みをもたせることなど、東京オリンピック開催、

リニア新幹線開通に向けた都市間競争に負けないよ

うな施策を推進してまいりたいと考えています。そし

て、災害に強い街づくりも強調してまいります。8月、

広島の大雨による土石流災害、9月、御嶽山の噴火、

10 月、二週連続に渡る強い規模の台風襲来など、自

然災害が危惧されるところです。 

 濃尾平野にある稲沢市は、海抜 7m 以下で 1/1,000

勾配の平らな地系でして、豪雨による洪水には不安を

隠せません。また、地震にも弱い地域だと言えます。

愛知県による東海・東南海・南海地震等の被害予測調

査では、稲沢市での建物倒壊は 9,700 棟に上り、死者

は 300 人だそうです。発災 1ヶ月後の避難者数は人口

138,000 人に対して 90,000 人とのことです。一宮市

より随分多いです。これは、軟弱地盤による液状化が

予想されるからです。水道の復旧が大幅に遅れる予想

がされておりますので、耐震工事、復旧工事、給水活

動に加え、市内の井戸所有者や事業者と断水時に市民

に井戸を提供してもらうよう災害協定を結び始めま

した。 

社会資本総合整備事業として、防災マップ、同報系拡

声支局設備、防災倉庫、避難誘導灯及びかまどベンチ

などの整備を進めています。備蓄には限界があり、現

在のところ、非常食は 37,920 食、水は 14,250 ㍑、簡

易トイレは 803 個しかありません。市民個々でも飲料

水と非常食の備蓄をお願いします。市内の指定避難場

所は 40 ヶ所設けてありますが、ライフラインの復旧

までに最低でも１週間かかります。1人 1週間分の食

料、水、生活必需品を準備してください。水は 1人最

低でも 1日に 3㍑必要です。市民の皆様には、「自助・

共助（近助）・公助の連携と協働」をお願いします。 

 

          

 


